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1975年近畿大学医学部付属病院が開設されほぼ10年

が経過 しようとしているが1978年 および1981年 には泌

尿器科の臨床統計の一端として手術統計の報告をおこ

*現:旭 川医科大学(教 授)

**現:蜜 田林病院

***故 人

****現:市 立貝塚病院

#現 二泉大津市民病院

桝現:神 原病院

#料現:大 洲市民病院

####現:市 立堺病院

なった1・2).今 回あらためてこの10年 間の臨床統計を

まとめる機会に恵まれたので手術統計も含めて,1983

年12月 末 までの泌尿器科の概要を報告する.

患 者 の 動 態

1975年 開設当時の近畿大学医学部必尿器科外来患者

の総数は年間3,012人 であ り,1983年 のそれは20,509

人をかぞえ,外 来患者数の増加が望ましき発展の指標

ならばまことに順調に発展していると考えられる,

初診患者(個 別のコー ド番号によって登録された新

患者)も 当初は年間847人 で病院全体の2.8%を しめて
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いたに過ぎなかったのが1981年 まで毎年約2,300人 が

新患者として登録されるようにな り,全 体に占める割

合も4,8%に 到達するにいたった.入 院患者数は1975

年にはわずかに年間94人 であったものが1981年 に は

629人tc達 し全体の8.1%を 占めたがその後病院全体で

はかな り大巾な増加であるが泌尿器科病床は当初 より

あまり増えていないことや悪性腫瘍患老の増加にとも

なって病床回転が鈍化 し長期入院がふえていることに

加えて関連病院の整備が急速におこなわれ,あ る程度

患者の集中が是正されたものと考えられる(Fig.1,2).

患者講成は男女比で圧倒的に男性の多いのは泌尿器

科の特性をあらわしているが年齢的にも10歳未満の男

児が外来,入 院ともに ピークをしめしている.外 来で

は男女ともにもうひとつのピークは30歳 代にあるが入

院患者ではもうひとつのピークは60,70歳ec見 られて

おり対象の性格上きわめて当然のことである.ち なみ

に泌尿器科入院患者の全科入院患者に紺する比率は,

70歳 代 で14.3%,80歳 代 で20.8%と 老 齢化社会の医療

にまともに対応せねばならない宿命を感じている.ご

く最近の状況では入院患者数 一周約850人,外 来数

1,500人 ないし2,000人 で当科 も入院50人,外 来100人

内外をこなしているが設備や人員の増加では対応 しが

たい事態であ りようやく脱皮,変 容をせまられている

(Fig.3,4),

外来患者疾病別分類

近畿大学医学部付属病院においては診療記録はコン

ピューター導入にあわせて作成されてお り,疾 病分類

もICD(lnternationalClassificationofDiseases)

-9に 準 じておこなわれている.し たがって今回の集

計ではこれをもとに しているのでいわゆる保険病名の

入 り込む余地があり実状を少しくゆがめている恐れは

否定できない.ま た大綱は成書に見られ る分類 といち

じるしい相違はないと思われるが当科独 自の項 目も追

加作成 して分類集計しなおした.一 人の患者が2種 以

上の疾病を有することはしばしば経験するが,こ こで

はそれぞれの疾病が登録された関係上疾病の総数は患

者実数 より多 くなっている(Table1).

疾病を大別すると尿路感染症がもっとも多 くなって

おり,非 特異性感染の膀胱炎が大部分を占め,こ れに

外来患者数年次推移

泌 尿 器 科

齢
全 科 合 計

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

ll[[且1凸

1975匠=コ

1976囮===コ
1977囮[=====コ

1978囮[=====コ
1979囮========コ

1980EZ[=========コ

1981彫[========コ

1s82EZ[=========コ

塵 墨

1983囮===========コ

1 1 1 塵 1

0 10 20

(単位千 人)

0 100200 300400

(単位 千人)

初診響 舞

あ塚雌麟再 診 一一一一
全 科

泌塚器科

言十 全 糾

〔%】

197519ア619771978 197919801981 1982 1983

84ア1,3681,6861,8582,0042,1882,2872曹304 2。295

25,89734,42342,06243,36045,12644,38143,77744,00343,034

2,1565,0867,2449,32512,65614,67215,96116,88718,214

74,323149,916192,525232,617286,930307,991324,505346,383385,046

310126,4548,9301L18314。66016,86018,24819,19120,509

100,220184,339234,58ア275,977332,056352,372368,282390,386428,080

(3.O)〔3.5)(3,8)(4.1}〔4,4)(4,8)(5マO)r49)C4,e)

。初診 とは,当 該 科 を初 め て受 診 した こ とで あ り,異 な る疾 患 あ るい は 年 余を 経 て 同一 科

に受 診 した 場 合 は,す べ て再 診 とす る.

・1975年 は5月 か ら12月 ま で ,1976年 以 後 は1月 か ら12月 まで の 計 筑 で あ る.

Fig.1.Yearlychangesofout・pat三ents



栗田 ・ほか:臨 床統計 115

入院患老数年推移

泌 尿 器 科

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

男 女

E」t/AI

全 科 合 計

1975日

1976囮=コ

1977EilZZI[==コ

197sEZZ[==コ

197gEZZ[===コ

1s80EZZZZ====コ

1s81EZZZI=====コ
1c82EZZZZZ====コ

19S3EZZZI 」

IiI 1 11

0 2 46

1単位 百人)

一
0 20406080

(単位百 人)

男 響 馨

女 響 暮

泌鼠罷科

計 全 科

(瓢}

19ア5 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983

67

405

171

1408

271321

22392ア34

362381469450

307932643533詔12

397

3979

27

480

81

1824

111145

28153478

127150160152

認93420442284430

188

4525

885

(10.6)

252

3232

(7.8}

382466

50546212

(ア.6)(フ.5)

489531629602

6972746877618242

(7.0)(7.1)(8.1)(ア.3)

585

8504

(6.9)

・1975年 は5月 か ら12月 まで の 集 計 で あ る.

。月報 よ り集 計 した 数値 の た め 入 力 の遅 れ た デ ー タは 含 まれ て いな い ,正 確 に は上 記 数 値

よ り約0.2%多 く,こ れ が 入 院 患 者年 齢 別 総 合 計 との 差 とな っ てい る 。

F量g.2.Yearlychangesofin-patients

外来患者年齢別分布

泌尿器科

0～9(歳)

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～

(3,019》

計)

0 10 20 30

(単位百人)

Fig.3.Agedistributionofout-patients
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入院患者年齢別分布

泌尿器科

0～9`歳)

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～

男 女
囮

全科合計

o・-9(歳)ZZZZZ狂===コ
10～19

20～29

30～39

40～49

SO・-59

60～69

70～79

80～

0

1単位百人)

囲一一一
一一画一

(単位百人)

年令`歳)

男 塗職舞

女 響 醤

滝限認料

計 全 科

(%}

0～910-1920～2930酎3940-4950～5960・ 》6970～7980-8990～ 計

弱5134147272335303 ___塑___」 廻_ユELI」_
5,1421,8577,1492,8293,6823.4283,0422,2984627

2,897

29,896

3,8001,6861.7田5,6703,6962,8342,7571,斜5

14058106160199203書51100 _3≧__塾
3ア117

1,142

餌.560

705192253432534506633607173

8.9423,5438,9338,4997,3786,2625,7994,243833

(7.9}(5.4)(2.8)(5,1}(フ.2)(8.1)(10.9}(M.3,(20.8)

」4,039

2454。456

(奪6.ア}(7.4,

q975年5月 か ら1983年12ま で の 集 計 で あ る.

Fig.4.Agedistributionofin-patients

Tablel.Classi丘cationsandnulnbersurolog五caldiseases

197519761977197819791980198119821983Total

1.Anomaly&

CongenitalDisease

2.lnfection

3.Tumor

4。T「auma

5。ForeignBody

6.Lithiasis

7.OtherDisorders

8.Symptom&Others

45

215

23

5

1

61

123

126

1301851952112623023162811,927

424

48

6

0

166

333

270

518

51

13

1

193

409

479

603

48

15

0

240

463

500

634

72

15

2

272

460

596

750741703635

1051019488

15112336

3011

309262292296

586709660595

623721フ34774

5,223

630

139

9

2,091

4,338

4,823

TOTAL 5991,3771,8492,0642,2622,6532,8472,8232,70619,180

01個 人 で2種 以上 の疾 患 を合併 している場合 は、それぞれの疾患 を計算 に入れた。

数字 は疾患 の延べ数であ る。

反し尿路結核はほとんど無視してよい発生率である3).

ここでも関連病院における外来の充実から増加一途で

あった感染症 も1981年 以降,減 少の傾向をあらわして

おり感染症の比率も1975年36%が1983年 に は23.5%へ

との変動を見ると多少地域医療第一線病院から基幹病

院へ特微づけられつつある,外 傷は1983年 までは0.4

ない し0.8%と きわめて少ない数であったが救命救急

センターを同年開設 して第三次救急として整備がおこ

なわれて以来1.3%に 急増 した4).血 尿,排 尿困難な

どの主訴で受診したが諸検査中来院しなくなり確定診

断にいたらなかったものおよび泌尿器科的に異常を認

めなかった ものはSymptom&Othersに 一括分類し

た(Table2～9).
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Numbersofanomalyofcongenita正diseases

ll7

1975197619771978197919801981 19821983 Total

KIDNEY

single*

hypoplasia

polycystickidney

simplecyst

meduliaryspongθkidney

eotOPIa

fusion

malrotaion

arteriOVenOUSfiStUiZ

ca呼cealdiverticulm

obstructionofureteropelvic

iunction

8

1

0

1

1

0

1

3

0

0

0

1

18

1

1

4

6

0

2

1

0

0

0

3

18

3

2

2

4

0

2

2

0

0

0

3

17

2

2

0

4

0

1

2

0

0

0

6

26

3

1

1

12

0

0

2

1

0

0

6

50

4

4

8

22

0

0

2

2

1

0

7

38

3

1

0

18

1

2

2

0

0

0

11

57

1

1

4

25

0

1

2

2

1

2

18

42

2

2

3

21

1

1

2

1

0

1

8

274

20

14

23

113

2

10

18

6

2

3

63

URETER

supe「nume「a「y

megaureter

diverticulum

vesioeureteralreflux

ectopicureteralorifice

ureterocele

retrOCaValUreter

12

3

0

0

9

0

0

0

38

10

1

1

21

2

3

0

56

19

1

0

36

0

0

0

49

10

1

0

35

0

2

1

48

14

1

0

31

0

2

0

66

12

2

0

51

0

1

0

82

16

4

1

61

0

0

0

86

19

2

0

63

1

1

0

65

10

3

0

50

1

0

1

502

113

15

2

357

4

9

2

URETHRA

epispadia

hypospadia

others

1

0

1

0

6

0

6

0

4

0

4

0

6

0

6

0

2

0

2

0

4

0

4

0

9

0

7

2

9

1

8

0

5

0

5

0

46

1

43

2

PENIS

phimosis

others**

15

14

1

47

45

2

55

46

9

74

68

6

83

81

2

87

85

2

89

85

4

92

89

3

100

96

4

642

609

33

TESTIS

eryptorchism

ageneSIS

9

9

0

21

20

1

51

51

0

49

47

2

50

50

0

53

53

0

82

80

2

71

69

2

68

68

0

454

447

7

INTERSEXUALITY

adronogenitalsyndrome

tntersex

chromosomalabnormality

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

2

1

0

1

2

0

0

2

2

0

0

2

1

0

1

0

1

0

0

1

9

1

1

7

TOTAL 45 130 185 195 211 262 302 316 281 1,92フ

*agenesisandpostunilateralnephrectomy

**mostlyconcealedpenis

Table3. Numbersofinfectiousdiseases

1975197619771978197919801981 19821983 Total

tuberculosis

kidneyandrenalpelvis

bladderandurethra

prostateandseminalvesicle

urinarytract*

penisandforeskin

epididymisandtestis

7

28

113

20

15

21

11

11

43

260

43

12

40

15

10

65

250

84

15

66

28

8

77

279

114

19

81

25

12

55

313

136

16

61

41

14

82

318

154

48

82

52

6

66

325

170

42

80

52

16

65

311

150

42

65

54

5

46

272

152

61

44

55

89

527

2,441

1,023

270

540

333

TOTAL 215 424 518 603 634 750 741 703 635 5,223

*nomentionofregions
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Table4。Numbersofneoplasticdiseases

1975197619771978197919801981 19821983Total

kidney

renalpelvis,urθter

bladder

urethra

prostate

penis

testis,epididymis

re宝roperitoneum*

adrenalgland

2

0

15

0

2

0

3

0

1

8

4

18

1

10

1

3

1

2

3

2

33

0

8

1

3

1

0

0

3

27

1

5

2

7

1

2

5

7

38

1

12

3

6

0

0

9

2

53

3

24

5

7

0

2

16

5

41

3

22

3

9

1

1

20

3

36

1

19

2

10

0

3

12

10

39

3

14

1

6

1

2

75

36

300

13

116

18

54

5

13

TOTAL 23 48 51 48 72 105 101 94 88 630

*includingretrovesicaltumor

Table5.Numbersoftrauma

197519フ6 19771978197919801981 19821983Total

kidney

bladder

urethra

penis

testlS,scrotu「n

perineum

2

0

3

0

0

0

1

0

1

2

0

2

4

0

7

0

0

2

0

0

4

2

4

5

3

1

4

1

2

4

6

0

5

2

1

1

3

0

2

2

1

3

7

0

9

4

1

2

13

2

6

3

4

8

39

3

41

16

13

27

TOTAL 5 6 1315 15 15 11 23 36 139

Table6. Numbersofforeignbody

1975197619771978197919801981 19821983Total

bladder

urethra

penls

perineum

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

1

1

1

0

O

o

O

O

0

0

1

0

0

0

1

0

4

1

3

1

TOTAL 1 0 1 0 2 3 0 1 1 9

Table7。Numbersofurolithiases

1975 19761977197819791980198119821983 Total

kidney

ureter

bladder

urethra

urinarytract*

hyperparathyroidism

renaltubularacidosis

cystinuria

23

32

4

0

1

1

0

0

58

92

9

2

4

1

0

0

68

110

11

1

1

2

0

0

フ6

137

17

0

5

4

0

1

100

141

12

7

9

3

0

0

125

160

11

5

7

1

0

0

84

137

19

4

9

5

0

4

108

141

18

6

14

5

0

0

112

133

24

1

19

5

1

1

754

19083

125

26

69

27

1

6

TOTAL 61 166 193 240 272 309 262 292 296 2.091

*nomentionofIOOallZatiOn



栗田 ・ほか:臨 床統計

Table8. Numbersofotherurologicaldiseases

1975197619771978197919801981 19821983 Total

KIDNEY

hydronephrosis

contracture

non-functioning

ptosis

arterialaneurysm

infarotion

papillarynecrosis

essentialrenalbleeding

renalhypertension

nephritis,nephroticsyndrome

renalfailure

chyluria

allotransplantation

donor

43

9

1

0

17

T

O

1

3

1

1

6

1

1

1

89

12

2

3

18

0

0

0

13

3

6

28

0

1

3

110

24

4

3

32

0

1

0

17

1

2

22

0

2

2

118

22

2

3

22

1

1

0

23

4

9

26

1

2

2

104

24

2

6

30

0

0

0

13

0

4

24

1

0

0

162

38

7

8

41

0

0

0

17

5

0

38

1

3

4

255

35

5

7

43

1

0

0

16

3

6

121

1

6

11

171

38

8

6

45

1

1

0

5

1

3

54

0

3

6

136

43

9

6

26

1

0

0

7

2

7

21

2

5

7

1,188

245

40

42

2フ4

5

3

1

114

20

38

340

7

23

36

URETER

str!cture

fistuia

2

2

0

4

3

1

4

4

0

5

5

0

9

9

0

10

9

1

5

5

0

7

7

0

5

5

0

51

49

2

BLADDER

contractロre

diverticulum

fistu[a

leukoplakia

prolapse

neu「ogen1C

neckcontracture

26

0

1

0

0

0

9

16

140

1

2

1

5

1

79

51

121

3

3

3

4

1

74

33

127

1

4

1

2

0

78

41

111

0

1

1

1

0

79

29

162

3

5

3

1

1

103

46

157

2

11

3

3

3

104

31

165

0

2

3

6

0

117

37

173

1

3

2

4

2

128

33

1,182

11

32

17

26

8

771

317

PROSTATE

hypertrophy

stone

25

24

1

42

40

2

100

84

16

124

97

27

148

121

27

139

10フ

32

174

143

31

172

143

29

164

132

32

1,088

891

197

URETHRA

strlcture

fistula

caruncle

diverticulm

cyst

prolapse

13

7

0

5

1

0

0

15

7

0

7

1

0

0

28

10

0

17

0

0

1

29

14

1

13

0

0

1

34

23

1

5

1

1

3

50

32

3

13

1

1

0

59

38

1

16

1

1

2

62

36

2

16

2

1

5

40

26

2

TO

O

2

0

330

193

10

102

7

6

12

PENIS

P「laPlsm

Peyronie'sdisease

condylomaacuminatum

lmpotence

parameatalcyst

6

1

0

5

0

0

11

0

0

7

3

1

10

0

0

6

3

1

12

0

0

4

7

1

10

0

0

5

2

3

11

0

0

7

3

1

10

0

0

7

2

1

16

0

0

8

7

1

11

0

1

4

6

0

97

1

1

53

33

9

TESTIS,SPERMATICCORD

spermatooele

varicocele

hydrocele

torsion

8

0

1

7

0

25

0

9

15

可

31

2

3

25

1

39

0

4

35

0

40

1

7

30

2

42

1

9

29

3

42

1

7

31

3

60

4

12

44

0

49

1

6

39

3

336

10

58

255

13

SCROTUM,PERINEUM

skindisease

0

0

7

7

5

5

9

9

4

4

10

10

7

7

7

7

17

17

66

66

TOTAL 123 333 409 463 460 586 709 660 595 4,338

119
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Table9。SympotomandOthers

197519761977197819791980198119821983Total

hematuria

proteinurla

dysuria

pollakisuria

incontinence

enuresis

hematospermia

infertility

nonurologicaldisease

normal

415

22

02

714

36

1422

05

417

1212

80175

26

0

0

22

8

30

2

11

35

345

25

1

1

59

3

40

9

9

37

316

40128162

200

113

475656

202116

495484

816

9912

503550

370318332

156204760

6821

4517

4765373

1019106

7597465

61350

1913103

5053334

3612972,594

TOTAL 1262704795005966237217347744,823

Table10.Numbersofoperations

197519761977197819791980198119821983Total

1,0PθrationsonKldney

2.Operationsonureter

3。Operationsonbladder

4.Operationsonureth「a

5.Operationsonprostate

6.Operationsonscroturn

andcontents

7.OperationsonPenis

8薩Operationsonparathyroid

9.Operationsonadrenal

10.others

25

22

29

6

9

12

2

1

2

8

48

47

49

3

34

29

3

2

3

21

65

86

80

7

70

60

8

2

0

42

66799599

9479100121

79749779

10152927

76796191

648676100

1416145

5333

3032

39273241

112119

10299

7089

3330

8159

9387

66

25

00

2833

708

750

646

160

560

607

74

26

13

271

TOTAL 1162394204504585105685275273,815

手 術 症 例

手術分類はICPM(lnternationalClassification

ofProceduresinMedicinc,1982.4)に 準 じたが細

目には当科独自の修正を加えている.手 術統計は対象

を入院患者に限定して包皮背面切開術や精管結紮術な

どの外来小手術は前回報告 と同様に除外している.ま

た内シャント造設術は入院患者にのみ施行しているが

これも統計から一応除外し,腎 臓移植における死体腎

摘除術 も除外している.同 一疾患に対しておこなわれ

た手術でも摘除に加えて形成術や再建術をおこなった

ときはそれぞれ独自に数えた(た とえば膀胱全摘除術

と回盲腸導管造設術)が 付随 しておこなわねばならな

い操作(腸 管利用尿路形成術における虫垂切除術や前

立腺手術における精管結紮術,腎 孟形成術における腎

繧術など)は 同一手術に含めた.手 術件数は泌尿器科

総勢4名 で始めた1975年 は116件 であるが以後漸増し

1981年 に は568件 を数えたものの1982年,1983年 は と

もに527件 であった.こ こ数年の医局の構成は医局員

11名 と若干の研修医からなっており,こ の手術件数の

伸び悩みは医療環境の変化に由来 し前述の外来,入 院

患者の動きと軌を 同 じくするもので あろう(Table

10).手 術件数からみると入院患者の80%な い し95%

に手術が施行されてお り前回の報告 と同様に病院全体

の手術件数に占める比率は15%な い し20%に もおよん

でかなり高いと思っている.手 術別では腎臓,尿 管,

膀 胱,前 立腺および陰嚢内容に対するものがほとんど

であり泌尿器科手術としては特別変わった傾向を示し

ているわけではない.

腎の手術は腎臓移植術における腎摘除術の増加もそ

の要因のひとつではあろうが,CTの 普及につれて腎

の実質性ないし嚢胞性病変が早期に診断されているこ

とも反映している5・6)腎 切石術や 腎孟切石術も通年

に平均的に施行されているが,非 手術療法指向性が強

くなる昨今では今後のこれらの手術の消長は興味があ

る(Tablei1).

尿管 の手術は尿管切石術と尿管膀胱新吻合術が目立

っているが尿管切石術はむしろ背面切開法を含めて徴
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TablelI.Numbersofoperat量onofkidney

197519761977197819791980198119821983 Total

OPERATIONSONKIDNEY 25486566799599112H9 708

(nephrotomy)

Lnephrolithotomy

2.nephrostomy

3.others

912

79

13

10

15212625252225

1216171512912

35910131313

0000000

180

109

70

1

(pyelolithotomy)

1.pyelolithotomy

exclude=lumbodorsalincision

2.pyelolithotomybylumbodorsal

incision

913

910

00

6141492319

610861212

30463117

108

74

34

(incisionandexcisionofperirenaltissue)O

include:removalofforeignbody,

fatandtymphnode

} IlO1221 9

(localexcisionanddestructionof

kidney)

fOreX;renalCySteCtOmy

04 2 462 2 22

(nephrectomy,partial)

1.partialnephrectomy

exclude:biopsy

2.biopsy

36465910

2324343

3

48

11

2225737

55

23

32

(nephrectomy,complete)

1.nephrectomy

exclude:allograftectomy

2.nephroureterectomy

3.allograftectomy

81122222323353947

71117181717263435

10

00

3

2

3

1

6

0

6

0

8

1

211

31

230

182

40

8

(repairandplasticoP.onkidney)

1.pyeloplasty

2.suture

33

33

00

557119138

55798137

0002101

64

60

4

(kidneytransplant)

Lallotransplant

exclt」de:cadaveric

2.cadavericallotransplant

3.autotransplant

2

1

00

01

2

2

0

0

2

2

0

0

0

0

0

0

5

3

78

63

15

00

9

5

4

0

36

23

ll

2

(nephropexy) 00 00000 2

(otherop.onkidney) 00 0 0 000 2

減の傾向であ り,と りわけ非観血療法を施行している

わけでなく,む しろ一般病院で簡便におこなわれてい

る結果であろう.尿 管膀胱新吻合術は逆流症に対処す

るものであ り積極的に手術する意義を認めているから

であり全国一の規模を誇る泉北ニュータウンをは じめ

とする新興住宅地が背景にあり小児人口の多いことも

その一因である(Table12).膀 胱 の手術では悪性腫

瘍にたいする手術方式 として根治的膀胱尿道全摘除術

を推進 しているが的確な診断にもとついて膀胱機能保

存の可能なTUR・ ・Btは高 く評価し治療の主体をなし

ている感がある8・9).膀胱腫瘍のもつ生物学的活性度

の指標を求め,よ り悪性化への予知に対応できる治療

法を心がけているが補助療法としての化学療法,放 射

線療法,理 学療法にはいまだ満足していない10・11)高

齢者に対して2段 階で手術する方法もここ数年来採用

しそれな りの効果をあげている.膀 胱結石除去は内視

鏡施行が可能なかぎり超音波砕石術を原則として施行

しているが,こ の器械は まだ 改良すべき個所が数多

く,推 奨いたしかねる(Table13).

前立腺の手術はTURが 主流 である,前 立腺冷凍
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Table12.Numbersofoperationonureter

197519761977197819791980198119821983Total

DPERA↑IONSONURETER 22478694791eO12110299750

(ureterotomy)

1.ureterolithotomy

exclude:lumbodorsalincision

2.ureterolithotomybylumbodorsal

incision

3.others

72740463439424032

72024352419282il7

07131iIO20141915

00 3 0 0 0000

307

195

109

3

(UretereCtOmy) OI OIO2000 4

(UreterOStOmy,CUtaneOUSOrexternaり

1.ileocecalconduit

2.ileaiconduit

3.sigmoidconduit

4.ureterocutaneostomy

5.others

8

3

4

0

0

}

9

8

1

0

0

0

27201223332t

ig5681612

512412127

200020

}22230

010102

21

11

10

0

0

0

174

88

67

4

10

5

(anaStOmOSiSOfUreter)

LUreterOneOCySt◎StOmy

2.others

77

77

00

19213032443945244

19203032443945243

01000001

(repairandpiasticoP.onureter) 00000 000

(passageofcathetertckidney) 000000 100

(ureterolysis) 0000 1 llO 4

(otheroP,onureter)

include:cuttingofureterovesical

orifice,TUR・ureteroceleandureteral

ligation

0306220 ll 15

手術は宣伝ほど効果が確実でないので最近はあまり施

行 しない.ま た前立腺手術症例のほ とんどが内分泌療

法を含むなんらかの肥大した前立腺にたいする療法を

長期間受けており手術施行時期を数ヵ月ないし数年あ

とへずらす効果しかないのではないかとの危惧の念を

抱いている12)(Table14,15).陰 嚢内容の手術は睾丸

の固定術がもっとも多かったが前述の人口構成を裏付

ける成績ではあるが,早 期に手術する意義の評価はあ

る程度の歳月を待たねばわからないであろう(Table

16).そ のほかの手術に関して2,3の 特長は尿道下裂

の症例の少ないこと,内 分泌外科としての副腎の手術

症例が少ないが,上 皮小体腺腫はかな り多数経験 して

いること,生 体腎,死 体腎移植が早 くから施行されて

いる割合には腎血管手術の症例が極端に少ないことで

泌尿器科医として自省するのはやぶさかではないが原

因はいずれに存ずるのか釈然 としない(Table17～20).

最後に頻用した手術術式を衷示する(Table21).

結 語

近畿大学医学部泌尿器科開設以来の概略を報告し

た.
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Numbersofoperationonurinarybladder

1975 1976 1977 1978 1979 tg80 1981 tg82 1983 ↑otal

OPERATiONSONURINARY

BLADDER
29 49 80 79 74 97 79 70 89 646

(cystotomy)

1.cystostomy

2.others

4

1

3

0

0

0

5

1

4

4

2

2

4

2

2

5

4

1

4

1

3

2

2

0

6

4

2

34

17

17

(localexcisionanddestructionof

lesionofbladder,transurethral)

1.TUR・Bt

2.TUR・biopsy(bladder)

3.TUR・Bn

exclude:TUR-BnassociatedTUR-P

4.others(TUR・diverticulum)

IO

4

1

5

0

29

5

6

17

1

48

20

6

19

3

47

23

8

11

5

48

27

3

14

4

71

35

口

20

5

47

34

3

8

2

42

26

4

10

2

44

28

3

7

6

386

202

45

111

28

(localexcisionanddestructionof

tesionofbladder,otherapProach)
2 1 1 0 0 0 0 0 「 5

(cystectomy,completeorpartial)

Ltotalcystectomy.

2.partialcystectomy

3.pelvicexenteration

8

7

1

0

7

7

0

0

15

11

2

2

7

6

1

0

6

6

0

0

12

10

1

1

22

22

0

0

12

9

1

2

14

14

0

0

103

92

6

5

(reconstructionop.onbladder)

1.Gil・Vernet

2.uretero(orpelvio)・ileocystoPlasty

1

0

1

l

l

O

3

t

2

4

3

1

2

1

1

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

12

7

5

(removahofcaiculusanddrainageof

bladderwithoutincision)

1.removalofcalculusofbladder

exclude:ultrasoniccystolithotripsy

2.ultrasoniccystolithotripsy

4

1

3

9

0

9

7

3

4

15

6

9

ll

3

8

5

1

4

5

5

o

13

8

5

20

9

Il

89

36

53

(otherop.onbladder)

inciude:V・incisionofbladderneck,

fOrmalininjeCtiOn,retrOVeSiCal

tumOrreSeCtiOn.

o 2 1 2 3 4 1 o 4 17

Table14. Nu.mbersofoperationonurethra

1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 Total

OPERATIONSONURETHRA 6 3 7 lO 15 29 27 33 30 160

(meatotomy) 0 0 0 1 0 1 1 1 4 8

(excisionordestructionof

leisonofurethra)

Lurethrotorny(intZrnal&opticaD

2.caruncle

3.TUR・urethraltumor

4.others

4

2

1

0

1

2

0

I

l

O

4

2

2

0

0

8

1

4

1

2

13

5

4

0

4

18

lO

3

4

1

24

17

4

1

2

24

19

4

0

1

22

19

3

0

e

ll9

75

26

7

11

(repairandplasticop.onureth「a)

include:catheterizationforurethral

rupture,exciude:repairof

hypospadiaandepispadia

2 0 3 1 1 3 2 4 1 17

(dilationofurethra) 0 0 0 0 0 4 0 0 0 4

(。ther。P・.。n辱 ・eth「司

inciudecuttingurethralsphincter

0 ' 0 0 1 3 0 4 3 12

123
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Table15.

泌 尿 紀 要31巻1号1985年

Numbersofoperationonprostateandseminaivesicle

1975t9761977197819791980t98119821983Total

OPERA「 「IONSONPROSTATEAND934707679
61918159560SEMINALVEStCLE

(prostatectomy,suprapubic) OI 00 0000 2

(prOStatectOmy,transurethral)

1.TUR・P

2.cryoprostatectomy

3.Turner・Warwick,sincision

424

416

08

00

55616341736847436

49565334

6596

0011

70

1

2

6544391

1339

206

(prostatectomy,other)

1.retropubicprostatectomy

2.vesicocapsularprostatectomy

59

59

00

15151417181312響18

15151417171310日5

00001023

(otherop.onprostateandOOOO

seminalvesicle)

include:transrectalbiopsyofprostate

13000 4

Table工6.Numbersofoperationonscrotum,contentsandspermaticcord

197519761977197819791980198119821983Total

OPERATIONSONSCROTUM,
122960648676iOO9387607CONTENTSANDSPERMATICCORD

(incisionanddrainage)

1.testicularbiopsy

2.others

02

02

00

413211317

413201013

00001034

(excisionofhydroceleandhematocele)021013141012151288

LhydroceleO21013141012151288

(excisionOfvariCOCeleofspermatiC

cord)

1.hightigationorvaricocelectomy

2.shuntoperationforvaricocele

Ol 3141 15016

0}II4ll5014

0020000002

(excisionanddestructionof

otherlesion)
000 1 102206

(orchiectomyunitateral) 07101516tll61920ll4

(orchi㏄tomybilateral) 244312141515776

(orchiopexy) 5821223335463039239

(vasectomy)

exclude:associatedwithTUR・P
000 1000001

(eXCiSiOnOfSpermatOCele) 00300 10105

(epididymectomy) 34573235537

(otherop.) 21 000040i8

評価.画 像診断2:546～552,1982

6)金 子茂男:超 音波断層法の現在の課題:腎 腫瘍の

超音波診断.腎 腫瘍の診断における超音波断層法

とCTと の比較.超 音波医学10:134～139,

1983

7)国 方聖司 ・郡 健二郎 。秋山隆弘 ・八竹 直 ・栗

団 孝:膀 胱尿管逆流症の腎機能推移一保存的治

療および逆流防止術の治療限界.日 泌尿会誌74=

330～338,1983

8)片 岡喜代徳 ・杉山高秀 ・金子茂男 ・郡 健二郎 ・

秋山隆弘 ・栗田 孝 ξ経尿道的超音波断層法によ

る膀胱腫瘍の侵潤度判定,日 超医論文集4S:355



Table17.
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Numbersofoperationonpenis

125

197519761977197819791980198119821983Total

OPERATIONSONPENIS 238t4161456674

(dorsalorlateralslitofprepuce) 224711 600032

(10catexcisionanddestructionof

tesionofpenis)
00000 1021 4

(circumcision)

performedundergeneralorspinal

anesthesia

002220 1 007

(amputationofpenis) 000 1 30207

(repairandplasticoP.)

1.chordeectomy

2.reconstructionwithvariousgraft

include:implantationofforeign

body

3.sutureofrupturedtunicaalb.

4.hypospadia

Ol

OO

Ol

2423424

2202002

0020000

22

8

3

0000010023

0002004208

(otherOP.onpenis) 00000 1001 2

Tab夏e18.NumbersofQperationonthyroidandparathyroid

197519761977197819791980198119821983Total

OPERATIONSONTHYROIDAND

PARATHYROID
22533325 26

(parathyroidectomy,partialor

complete)
22533325 26

Table19.Numbersofoperationofthylnusandadrenals

197519761977197819791980198119821983Total

OPERATIONSONTHYMUSAND

ADRENALS
230303200 13

(operationsonadrenals)

1.adrenalectomy,unilateralorbilateral

2.adrenalbiopsy

23

22

01

0303200

0302200

0001000

13

11

2

～356 ,1983

9)松 浦 健 ・杉 山高 秀 ・辻 橋 宏 典 。加藤 良成 ・朴

英 哲 ・国方 聖 司 ・神 田英 憲 ・片 岡喜 代 徳 ・永 井 信

夫 ・金 子茂 男 ・郡 健二 郎 ・井 口正 典 ・秋 山 隆 弘

・八 竹 直 ・栗 田 孝:膀 胱 腫瘍 の臨 床 的 検 討 .

泌 尿 紀要29:23～30,1983

10)井 口正 典 ・松 浦 健 ・秋 山 隆弘 ・八竹 直 ・栗 田

孝:膀 胱 腫 瘍eCk'け るABO(H)-antigen.日

泌尿 会 誌73=1444～1451,1982

11)秋 山 隆 弘 ・朴 英 哲 ・永 井信 夫 ・松 浦 健 ・栗 田

孝 ・八 竹 直 ・井 口正 典 ・辻 橋 宏典:尿 路 悪 性 腫

瘍 に お け るTissuepolypeptideantigen(TPA)

1.膀 胱 腫 瘍 に おけ る血 清TPAの 測 定.泌 尿 紀

要29=1635～1640,1983

12)秋 山隆 弘 ・八 竹 直 ・井 口正典 ・郡 健 二 郎 ・金

子 茂 男 ・松 浦 健 ・永 井信 夫 ・栗 田 孝 ・三 軒 久

義 ・塩 見 努 ・坂 口 洋 ・藤 永 卓 治:前 立腺 肥 大

症 保 存 的 療 法 オ キ セ ドロ ンの臨 床 的 検 討 と尿 量

測 定 ・超 音 波 断 層 法 に よる 評価.泌 尿 紀 要29=

535～540,1983
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Table20.Numbersofotheroperations

197519761977 【978197919801981 19821983TotaI

OTHEROPERATIONS 8 21 42 39 27 32 41 28 33 271

A,OPERATIONSONLYMPHATIC

SYSTEM
0 2 1 3 2 1 3 2 2 16

(simpleexcisionoflymphnodesand

lymphcyst)

(radicalexcisionoflymphaticstructure)

exclude:lymphadenectomyassociated

withtotalcystectomy

0

0

1

1

0

1

1

2

1

1

0

;

0

3

0

2

0

2

3

13

B.OPERATIONSONINTRA

ABDOMINALBLOODVESSELS
1 5 7 7 2 2 2 0 0 26

(incisionofintra・abdominalbiood

vesselS)

arterialcannulationforchemotherapy

(repairofotherintra・abdominal

aneurysm)

dissectiono臼t.renalaneurysm

(otherplasticrepairintra・abdominal

arteries)

spleno・renalanastOmOSis

(sutureandligation,intra-abdominaI

vesselS)

1.ligationoずinternaliliacartery

2.ligatbnofrenalarterialbranch

0

1

0

0

0

0

3

0

1

1

t

O

5

0

0

2

2

0

6

0

0

[

1

0

0

[

0

1

1

0

1

o

0

1

O

l

0

0

0

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

15

2

「

8

7

1

C.REPAIROFHERNIA 0 o 0 1 0 0 0 0 1 2

(repairotinguinalherniaexcept

recurrent)
0 0 0 1 0 0 0 0 1 2

D,INαSlONANDEXCISIONOF

ABDOMINALWALLREGION
0 4 3 3 3 2 3 4 7 29

(inci$ion◎fabdominalwalland

umbilicus)

(exploratorylaparotomyOrCeliOtOmy)

(incisionanddrainageofother

peritonealabscessorperitonitis)

(excisionanddestructionoflesion

ofabdominalwailandperitoneum)

1.fistulectomy

2.excisionofinguinalregionin

Paget'sdisease

3.biopsyofturnor

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

1

1

0

0

O

I

O

2

,

1

0

O

I

O

2

1

0

1

0

2

0

1

0

0

1

0

2

0

0

0

0

0

0

3

0

0

一つ

0

0

1

2

0

1

1

0

0

0

2

2

3

0

0

3

1

16

2

10

4

t

5

E、OTHEROPERATIONSONREGION

OFABDOMENANDPERtTONEUM
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

(suture◎f.abdominalwalり 0 0 0 0 0 0 0 0 9 t

F,INCISION,EXCISION,RESEC刊ON

ANDENTEROSTOMYOF

lNTESTINES

7 10 28 22 14 21 30 22 22 1.76

(reSeCtjOnOfSmallinteStine)

include:thatwithanastomosis

ofproximaltodistalsegment

(end。to・end)inilealconduit

4 1 5 13 5 12 t2 8 to
"70



栗田 。ほか:臨 床統計

(resectionofcolon,partialorsubtotal)3

1.hemicolectomyO

2.resectionofc㏄umandterminal3

ileumwithanastomosisofproximat

todistalsegment(end-to・end)in

ileocecalconduitorcecocystoplasty

9

0

9

19

1

18

8

0

8

8

1

7

8

0

8

16

0

16

13

0

13

12

I

ll

96

3

93

(colostomy) 0 0 4 1 1 1 2 1 0 10

G.ANASTMOSIS,REPAIRANDOTHER

OPERATIONSONTHEINTESTINE
0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

(anaStmOSiS,SmallinteStinetO

largeinteStine,ileOCOIOStOmy)

0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

H.OPERATIONSONOVARY 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2

(oophorectomy,unilateral) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

(salpingo・oophoreCtomy,unilateral) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

LHYSTEREC丁OMY 0 0 2 0 0 2 0 0 0 4

(abdominalhysterectomy,partialor

subtotal)

removalofuterinetumor

(abdominalhysterectomy,complete

ortotal)

endometriosis

o

0

0

0

1

1

0

0

0

0

2

0

0

0

o

0

0

0

3

1

」.OPERATIONSONVAGINA o 0 1 2 0 1 1 0 0 5

(colpotomy)

hymenectomy

(colporrhaphy)

(vaginarrhaphyforuterineprolapsus

withcystocele)

(closureofvesicovaginalfistula)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

l

l

0

「

1

0

8

0

0

0

0

0

1

0

1

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

o

1

4

1

3

K.OPERATIONSONVULVAAND

PERINEUM
0 0 0 0 2 [ 0 o 0 3

(incisionofvulvaandperineum)

(repairandplasticoperation◎nvulva

andperineum)

episioplasty

0

0

0

0

O

o

0

0

l

I

1

0

0

0

0

0

0

0

2

1

L.OPERATIONSONSKINAND

SUBCUTANEOUSτISSUE
o 0 0 0 1 0 「 0 0 2

(incisionOfskin

tissue)

biopsyofhead

andsubcutaneous

skintumor

0 0 0 0 1 0 1 0 0 2

M.REPARATiVEAND

.RECONSTRUCTIVESURGERY
0 0 0 1 2 0 1 0 0 4

(otherreconstructiveoperations)

stomalplasty

0 0 0 1 2 0 1 0 0 4
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Table21,Numbersandrankingofoperations

1TUR-P

2.ureterolithotomy

3.ureteroneocystostomy

4.orchiopexy

5.TUR-Bt

6。nephrectomy

7retropublicprostatectomy

8.orohiectomyunHateral

9.TUR-Bn

10.nephrolithotomy

(391)

(304)

(243)

(239)

(202)

(190)

(115)

(114)

(111)

(109)

11.pyθlolithotomy

12.totalcystectomy

13.hydroceleotomy

14.ileoceca[conduit

15.orchiectomybilateral

16。urethrotomy

17.nephrostomy

18,ilealconduit

19。ultrasoniccystolithotripsy

20.pyeloplas電y

(108)

(92)

(88)

(88)

(76)

(乃)

(70)

(67)

(53)

(51)

(1984年6月26日 受付)

◆ 住友製薬

徐

堪
イ

旗

84-10

簡

12

iett
BANS@

ソ
ンカ
。フ

セ
ル

鎮痛 ・消炎作用の
す ぐれた

槽勃拘5P
薬価基準収載

1日2回 の服 用 で す 。

種 々の 放 出時 間 を 持 つ よ う製 剤化 され た.徐

放 性 穎 粒(Timedpill)を カプ セ ル に充 填 し ま

し たの で 、急激 な 血 中濃 度 の 上昇 をお さ え 、

血 中 濃 度 の 持続 が 観察 され て い ま す。

従 っ て.従 来の イ ン ドメタ シ ン に み られ た 消

化 器 障 害 、中枢 系 の副 作 用(頭 痛 、頭 重)の 発

現頻 度 を低 下 さ せ る こ とが 二更 盲検 試 験 で 確

かめ られ て い ます 。 〔佐 々 木:リ ウマ チ12:

253(1972)〕

■使用上の注慧
消化性潰瘍のある患者、重鯖な血液異常 ・
肝障害 ・腎随害 ・心機能不全のある患者、
本剤又はサリチル酸系化合物(ア スピリン
等)に 過敏症の患者.ア スピリン端息又は
その既往歴のある愚者には投与しないこと。
慢性疾患(慢性関節リウマチ、変形性関節症
等)に 対し長期投与する場合.定 期的む臨床
検査(尿 検査、血液検査及び肝機能検査等)
を行うこと。また異常が認められた場合に
は、減嬢、休薬等の適切な措置を請ずること。
なお 、視覚に注意し、もし異常が麗められ
た場合には直ちに投与を中止すること。』'
妊婦又は妊娠している可能性のある婦人に
は投与しないこと。授乳中の婦人に投与す
る場合には.授 乳を中止さぜること。
その他の便用上の注慧、適応症、用法 ・用
懸については添信文■をご参照ください。

住友製薬株式会社
〒541大 阪市東区 道修 町2丁 目40




